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<事業所自己評価> 

【事業所概要】 

【自己評価の実施概要】 

 

 

■ 前回の改善計画の進捗評価 

項目 前回の改善計画 実施した具体的な取組 
進捗評価 

自己評価 運営推進会議における意見等 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

グループラインでの情報共有

を継続しながらも、個人情報

の管理として個人が特定され

ないような表記の仕方に改善

する。 

申し送りノートを確認した場

合の手順を全職員が実施でき

るように随時確認・声かけを

する。 

グループライン内での表示は

簡潔にし具体的な内容につい

ては各自支援経過を確認する

よう促していく事にした。ま

た、名前の表記は外部の人が

特定しにくいように工夫し

た。 

申し送りノート確認後の手順

については、定着していると

グループラインを活用した情

報共有はこれまで通り外部の

人が目にした場合い特定でき

ない様に配慮しながら継続し

ていく。 

その他、職員が安心して働く

事ができる就業環境の整備に

ついて、来年度は毎月職員か

ら困りごとや確認したいこ

グループラインの活用につい

ては手軽に出来るが、個人情

報の管理という部分で完全で

はない為、工夫をする必要が

ある。 

新人職員や特定技能職員も事

業所の理念を理解し自分の目

標をもって取り組めるような

配慮と工夫が必要。 
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はいいがたい状況だが、朝礼

で申し送りノートの内容を読

み上げみんなで確認してい

る。（朝礼時、申し送りノー

トの読み上げのほうが、職員

に負担が少ない形で情報共有

ができるかもしれない。） 

と、業務改善のアイデア等を

提出してもらう。それをもと

に、職員で改善案を検討して

いく。 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

毎月、テーマごとに内部研修

の実施し、職員の理解度の確

認をする。 

細かい介護の仕方を勉強・共

有するために介護会議を定期

手に開催し、日ごろの気づき

や困難ケースのうまくいった

対応方法について共有する。 

勤務時間内にテーマに沿った

研修ができるよう、ｅ-ラーニ

ングの教材を活用し全職員が

取り組む事ができた。 

介護会議を定期的に開催する

ことが出来なかったが、グル

ープラインを活用し、ケース

に対しての介護方法の Point   

を伝達した。 

業務外で改めて集まる方法よ

りも、グループラインやｅ-ラ

ーニング等を活用したほうが

負担なく研修や介護技術方法

についての習得ができたので

今後も継続していく。 

ケアプランを各職員が確認し

やすいよう回覧の方法を検討

し実施する。 

業務に負担にならないように

工夫し、知識の習得を継続し

てほしい。 

２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

医療機関との連携にはスムー

ズに図れているため、様々な

相談も継続して行う。 

運営推進会議の対面での開催

の実現。 

 

 

医療機関との連携は、ＭＣＳ

のツールの活用が活発にな

り、より一層連携できた。 

運営会推進会議については、

今年度は対面での開催ができ

た。 

 

 

運営推進会議のご家族様の参

加が難しくいつも固定された

ご家族様の参加となっている

ため、その他のご家族様の参

加を促していく。 

参加できないご家族様の意見

等も確認していく。 

運営推進会議録は全ご家族様

へ配布できている。 

もっと色々な人が運営推進会

議に参加し、施設の事を知る

機会になればと思う。 
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３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目32～41） 

地域行事への参加していく。 

発行している新聞に看護・介

護の豆知識の掲載をし地域へ

の情報発信を強化する。 

 

 

 

地域の花火大会に参加し、地

域の方々と交流することがで

きた。 

発行している新聞に看護・介

護の豆知識を掲載し地域へ情

報発信することが出来なかっ

た 

来年度も地域行事への参加を

し交流を図る。 

発行している新聞を町内会の

回覧板で回覧し情報発信をし

ていく。 

 

町内会の花火大会は一本木沢

のみ行っている行事なので楽

しんでもらいたい。 

地域にこんな施設があるんだ

という事をもっと広めて欲し

い。 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目42～44） 

緊急ショートの受け入れや急

な泊り利用に対応できるよう

に部屋の空き状況を調整す

る。 

在宅生活への移行の際にご家

族様が不安な事はないか等に

ついて意向の確認をしながら

サポートしていく。 

 

他事業所と連携し緊急ショー

トの受け入れができた。今年

度は 2 名できた。 

終末期に自宅への外出希望が

あり、家族と相談しながら一

時外出ができた。 

今年度お看取りのサポートを

させていただいた方は 10 名

です。 

看護小規模多機能型居宅介護

の役割として登録者以外の方

が緊急ショートの利用ができ

るよう、他事業所と連携して

サポートしていく。 

終末期に関わらず、ご本人や

ご家族様のご希望が実現でき

るよう、意見交換をしながら

サポートしていく。 

在宅で介護をしている家族の

気持ちは揺れ動くので、その

時々で気持ちを聞く必要があ

るのではないか。ケアマネが

変わらないでショート利用が

できる事を知らない方もいる

ので、周知してほしい。 

※「進捗評価（運営推進会議における意見等）」には、運営推進会議の場で得られた主なご意見等をメモします。その他の欄は、事業所が記載します 

 

 

■ 「今回の改善計画（案）」および「運営推進会議における評価」 

項目 改善計画（案） 運営推進会議における意見等 

Ⅰ．事業運営の評価 

（評価項目1～10） 

・情報の共有は引き続きグループラインを活用していくが、万

が一の時に特定されにくいような工夫をしながら継続してい

く。 

・グループラインの活用については手軽に出来るが、個人情報

の管理という部分で完全ではない為、工夫をする必要がある。 

・新人職員や特定技能職員も事業所の理念を理解し、自分の目
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・各職員から、毎月、困りごとや確認したいこと、業務改善案

などについて記載し提出してもらい、現状を把握しながらその

時の状況にあった業務改善をしていく。 

 

標をもって取り組めるような配慮工夫が必要。 

Ⅱ．サービ

ス提供等

の評価 

 

１．利用者等の

特性・変化に応

じた専門的な

サービス提供 
（評価項目 11

～27） 

・ｅ-ラーニングやグループラインを活用し、知識向上や介護技

術の習得を継続していく。 

・各個人のケアプランを全職員が確認できるように回覧の工夫

をする。 

・業務の負担にならないように工夫し、研修やカンファレンス

し職員のレベルアップを図って欲しい。 

２．多機関・多

職種との連携 
（評価項目 28

～31） 

・ご家族様の運営推進会議の参加の充実を図れるように参加を

促す。 

・参加が難しいご家族様の意見等の把握ができるよう、アンケ

ート形式で確認していく。 

もっと色々な人が運営推進会議に参加し、施設の事を知る機会

になればと思う。 

３．誰でも安心

して暮らせる

まちづくりへ

の参画（評価項

目32～41） 

・地域行事への参加継続（花火大会等） 

・ナースケア新聞を町内会の回覧板で回覧し地域住民に情報発

信していく。 

・ナースケア新聞は毎月２０日までに準備すると回覧板に掲載

することができる。 

・来年度も町内会の花火大会を行う予定なので参加してほし

い。現地に参加できない場合でも施設からも見学できると思

う。 

Ⅲ．結果評価 

（評価項目42～44） 

・他事業所と連携し緊急ショートの受け入れができるよう部屋

の調整をする。 

・終末期に関わらず、ご本人様やご家族様の希望が実現できる

よう多職種で意見交換しながら検討していく。 

在宅で介護をしている家族の気持ちは揺れ動くので、その時々

で気持ちを聞くなど、状態に応じた柔軟なサービス利用ができ

ることを周知してほしい。 

 

 

 

 


